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はじめに
　「（の）ではないか」という文末形式は日本語学習者にとっては難しい表現で
あり、誤用も生じやすい。一つ大きな原因として、「（の）ではないか」の用法
が多く存在し、使いこなすのが困難であることが考えられる。先行研究による
と、「（の）ではないか」の基本的用法として、発見、確認要求といった用法を
持っているという。
（1）これはすごい、純金ではないか。　　　　　　　　　　　　〈発見〉
（2）Ａ：同級生に田中さんという女の子がいたじゃないか。
　　 Ｂ：ああ、髪が長くてやせた子ね。　　　　　　　　　　　〈確認〉
　しかし、そのどちらにも入りにくい例も存在する。例えば、
（3）09Ｃ：‌あとですねー、えー、CK点検の 2番なんですけどもー、えーと、
踏み台のね、あのベキシってゆう機械がいちばん奥にあるんです
けども、踏み台の、うー、下の、カバーがですねー、変形してい
ますんでー、歩くときに足をひっかける危険性ありますんで、そ
のへんの見直しを、あー、されたほうがいいんじゃないかと思い
ます。
（4）‌子路としては先ず己の主人を救い出したかったのだ。さて、広庭のざわ
めきが一瞬静まって一同が己の方を振向いたと知ると、今度は群集に向っ
て煽動を始めた。太子は音に聞えた臆病者だぞ。下から火を放って台を
焼けば、恐れて孔叔を舎すに決っている。
　　 火を放けようではないか。火を！
例文（3）は話し手自身の意見や見解を表す例であり、新しい発見でも、聞き
手に確認要求をしているわけでもない。例文（4）は話し手が自分の主人を救
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い出すために、放火をする決意を表す例であり、発見と確認のどちらにも入り
にくい。本研究では、「（の）ではないか」の新たな分類法を試み、会話コーパ
スにおける「（の）ではないか」の使用状況を調査し、その分類法の妥当性を
検証したい。
　また、もう一つ習得しにくい要因として、教材における「（の）ではないか」
の導入方法にあると考えている。教材の導入方法については、別の研究として
まとめる予定である。
1．先行研究
1.1　田野村説
　田野村（1988）は、「ではないか」という形式を含む全ての否定疑問文に関
して、全般的に考察し、「ではないか」を構文・音調・意味上の区別から三分
類している。
　第一類の「ではないか」は、発見した事態を驚きなどの感情を込めて表現し
たり、ある事柄を認識するよう相手に求めたりするものであり、「ない」を含
むとは言え、前に来る表現の内容が否定されるわけではないとしている。
（5）よう、山田じゃないか。
（6）何をする、危ないじゃないか。
（7）自分から言い出したんじゃないか。
　第二類の「ではないか」は、推定を表す。話者は前の表現の内容を否定して
はおらず、寧ろ、それを認める方に傾いているとしている。（文例末尾の「？」
は文末音調の上昇を表すもの）
（8）（不審な様子から）どうもあの男犯人じゃないか？
（9）（空模様を見て）雨でも降るんじゃないか？
　第三類の「ではないか」は、「ない」が否定辞本来の性格を発揮するとして
いる。
（10）（ 1は素数でないことを教えられて）そうか、 1は素数じゃないか。
（11）‌（ 1 ガ素数デナイト君ハ言ウが得心デキナイ）本当に 1は素数じゃない
か？
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　この「ではないか」についての三分類は後の研究に非常に有益だと思われる。
本研究における「（の）ではないか」の用法分類は田野村（1988）を基本とする。
また本研究で扱う「（の）ではないか」はその第一類と第二類にあたる。ここで、
本研究において、「ではないか」の前に「（の）」を付けて、「（の）ではないか」
として表記する理由を述べたいと思う。「（の）ではないか」は体言又は用言に
接続することができるが、用法が違うと、「の」が含まれてくるケースが多く
生じる。こういう状況も考慮した上で、あえて「（の）ではないか」と表記す
ることにした。
1.2　宮崎説
　宮崎（2000）は、現代日本語における確認要求表現の位置づけについて考察
している。「デハナイカ」は他の認識要求表現と区別され、聞き手誘導型に属
している。また意志表現と共起したり、聞き手の存在を前提としない自己確認
に使用できる点でも、他の表現と異なるという。宮崎（2000）が明示した確認
要求として働く場合の「デハナイカ」の基本的位置づけを引用する。
　Ⅰ聞き手誘導型‌‌ 「デハナイカ」
　Ⅱ聞き手依存型
　　Ａ　認識系
　　　話し手の認識に基づく‌‌ 「ノデハナイカ」
　　　聞き手の認識に基づく‌‌ 「ダロウ」
　　　我々の認識に基づく‌‌ 「ネ」
　　Ｂ　当為系
　　　「ベキダ」に相当する判断を基底に持つ‌‌　　 「ダロウ」
　　　　　→懸念確認に特化‌‌ 　　　　　　　　　 「ノデハナイダロウネ」
　　　「ハズダ」に相当する判断を基底に持つ‌‌　　 「ヨネ」
　　　　　→記憶情報に特化‌‌ 　　　　　　　　　 「ノデハナカッタカ」
　宮崎（2000）は、「デハナイカ」は、意志表現と共起したり、聞き手の存在
を前提としない自己確認に使用できたりする点で、他の確認要求表現と異なる
という。以下はその例文を引用する。
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（12）よし、受けて立とうじゃないか。
（13）（探し物が見つかって）なんだ、ここにあるじゃないか。
　（12）と（13）の用法は、話し手内部での認識の確立を表すものである。こ
の場合、「デハナイカ」は同様に「自己確認」に使用できる「か」（例：（時計
を見て）もう九時か。）より、驚き・感嘆等のニュアンスが加わるという。
　さらに、宮崎（2000）によると、こうした自己確認の用法に対応して、聞き
手を巻き込んで認識を確立させようとする用法も存在するという。
（14）君も一緒に行こうじゃないか。
（15）「だけど被害者が自分で食べたのかも知れないじゃないですか」
（14）は（12）のような意志表現に対応する勧誘表現であり、（15）は（13）
のような自己確認用法に対応する確認要求用法である。
　宮崎（2000）によると、「デハナイカ」は確認要求表現として、話し手内部
での認識確立（自己確認）と聞き手を巻き込んでの認識確立とがある。これは
次に紹介する張氏の主張と共通しているともいえる。張氏は「ではないか」の
用法を分類する際に、聞き手に共通認識を要求するか否かを基準としている。
要するに、聞き手を巻き込むか否かの問題でもある。
1.3　張説
　張（2004）は「ではないか」（「ではないか」としているのは、田野村（1988）
の第一類であるという。張氏は「ではないか」と表記するが、本研究では「（の）
ではないか」と表記する）の全貌を把握しようと、それまで研究されてきた確
認用法及び指摘されていない確認以外の用法について述べている。「ではない
か」の用法について、張氏は話し手が聞き手に共通認識を要求するか否かを基
準に考察している。張氏による「ではないか」の用法の詳細を次のようにまと
める。
　Ａ．聞き手に共通認識を要求しない場合
　　Ａ1．発見
　眼前で発生した新しい事態を発見する場合の用法であり、「ではないか」
は、発見された内容に付加して、発見時の情報を提示する。
「（の）ではないか」の使用状況についての調査　31
　（16）‌こんどは同じ線の下りを見る。十四時五十分函館を出た急行《ま
りも》は、小樽に十九時五十一分に着くではないか。その間一時
間七分の幅がある。安田は小樽駅でゆっくりとまって《まりも》
の客になることができるのだ。彼の乗った列車は、ふたたび札幌
の方へ逆戻りする。稲村氏にはその直後に顔を見せたに違いない。
　　Ａ2．評価の提示
　話し手が「ではないか」によって自分の評価を提示する用法であり、新
たな状況に遭遇する面では、発見の用法に連続する。命題が評価性を伴う
内容であれば、「発見」といいにくいので、「評価の提示」と呼んでいる。
　（17）‌私たちの社会ではまだ、子どもたちがボランティアの心を自然に
身につけることのできる文化は育っていない。いや、そう断言す
るのは早すぎるかもしれない。山形県の高校生たちのボランティ
ア活動の報告集を読んだ。読むうちに、日本の普通の高校生もな
かなかやるじゃないか、という思いがわいてきた。
　　Ａ3．判断結果の提示
　話し手がよく考えたあと、ある結論に到達したことを表す用法であり、
新規情報を獲得する点では、発見の用法に連続する。命題が判断作用等を
伴う内容であれば、「発見」といいにくくなると、「判断結果の提示」と呼
んでいる。
　（18）‌引き返そうか、という考えが頭を過ぎたが、これまで来た泥を、帰っ
ていくことも、出来そうな気がしなかった。ままよ、行けるとこ
ろまで行って、動けなくなったら、殺されてもいいではないか。
死ぬまでにも幾度か、そう自分に納得さして来たではないか。
　　Ａ4．自己所有情報の想起
　話し手自身が経験したこと、知っていること、信じていること、一般的
知識等、話し手の記憶の倉庫にすでに存在している情報を想起する用法で
ある。これも発見といいにくい用法である。
　（19）（しかしはたして飢饉が来るか）
というのは、赤兵偉の疑問である。その飢饉も、美濃だけならば
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よし、もし京都周辺まで凶作ならば買いつける米がないではない
か。
　Ｂ．共通認識を要求する場合
　　Ｂ1．共有知識の確認要求
　話し手が、対話現場に存在する事実や、話し手と聞き手の過去における
経験等といった話し手と聞き手が共有できると思われる情報を聞き手に
提示して聞き手の知識を活性化させる用法で、「発見」とも言いにくい。
　（20）青木「何言ってんの。お前女じゃないか」
　　　　　 正子「あたし、春雄の仇を討ちたい」
　　Ｂ2．認識の同一要求
　話し手が具体的な状況や一般的知識等に基づいて推論したものや、談話
の話題とする仮定知識、話し手だけが知っていること等を聞き手に提示し
て同様の認識状態になるよう要求する場合に使用する用法である。
　（21）「それじゃ送って行かなくってはいけないじゃないか」
　こうして、張（2004）は「ではないか」の用法を全般的に考察している。ま
たすべての用法は厳密に区別できるものではなく、相互に連続するものである
としている。張（2004）によるこの分類方法はかなり参考になると思い、聞き
手に共通認識を要求するか否かの基準を参考し、新たな分類方法を考えてみた
いと思う。また張（2004）の中の例文は主に「中日対訳コーパス」1から抽出し
た小説の例文である。実際の会話においては異なる面もあるのではないかと考
え、本研究では「女性のことば＿男性のことば＿職場編」という会話コーパス
を利用し、「（の）ではないか」の使用状況を調査することにした。
2．コーパスによる調査
　本研究の用例はほとんど「女性のことば＿男性のことば＿職場編」という会
話コーパスから収集したものである。「女性のことば＿男性のことば＿職場編」
というのは、首都圏で女性、男性それぞれ19名の協力者による職場での自然会
話を録音し、データ化した言語資料である。異なる職種・職場において、20代
から50代の被験者を対象に、インフォーマルな場面とフォーマルな場面での自
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然会話を収録している。女性の被験者は20代 5 人、30代 5 人、40代 6 人、50代
3 人からなり、男性の被験者は各世代 5名からなる。データ化したものは被験
者のものだけでなく、被験者と会話を交わした発話者の会話も含まれている。
本研究では、発話者の職種、年齢などを考慮しないが、今後の研究につながる
可能性を考え、データには入れてある。
　「（の）ではないか」にはバリエーションが多数存在し、「（の）じゃない（で
す）か／の」「（の）ではありませんか」、「（の）ではない（ですか）（の）」等
がそれである。できるだけ全ての形式を網羅しようと思い、検索にかけてみた
が、今回は、「（の）じゃないか」、「（の）じゃないですか」、「（の）ではないか」、
「（の）ではないですか」（これは、一例も出なかった）、「じゃん」の形式を扱う。
このほかに、「（の）じゃない（？）」「（の）じゃないの」の形式は分析の対象
にしていないが、今後、それらも同じように扱いたい。収集した用例を形式ご
とに整理し、新たな分類法の思案を試みる。なお、その調査結果を下記の表に
示す。
表 1
形　式 じゃないか じゃないですか ではないか ではないですか じゃん
用例数 101 94 8 0 116
割　合 31.7％ 29.5％ 2.5％ 0.0％ 36.3％
合　計 319（100％）
　上記の表で示したように、会話において、「じゃん」のようなくだけた形式
が一番よく使われており、その次に「（の）じゃないか」が多く、「（の）じゃ
ないですか」は「（の）じゃないか」とそれほど大きく差は見当たらない。「（の）
ではないか」の用例は少ないが、それも「（の）ではないか」形式は書き言葉
的な存在であり、予想通りの結果だと言える。
　次の節において、収集した319例を分析し、新しい分類法の試案を出したい
と思う。また個々の形式に用法の偏りがあるかどうかも検討してみたい。
3．「（の）ではないか」の分類方法への試案
　収集した319例を分析した結果、この節では「（の）ではないか」の用法を、
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聞き手に共通認識を要求するか否かの基準に応じて以下のように分類する。聞
き手に共通認識を要求しない場合、「発見」と「提示」の用法がある。また、「提
示」の用法はさらに詳しく「判断の提示」、「評価の提示」と「意見の提示」と
三分類する。聞き手に共通認識を要求する場合、「確認」の用法となる。「（の）
ではないか」には「〜（よ）うではないか」という特別の形式もあるが、聞き
手に共通認識を要求しない場合、「自己意志の表明」となり、聞き手に共通認
識を要求する場合、「勧誘」の用法となる。「〜（よ）うではないか」は他の形
式と同質のものではないと考えているため、それを他の形式と分けて考察する。
この節では、「〜（よ）うではないか」を除き、説明に使用する用例は全部「女
性のことば＿男性のことば＿職場編」という会話コーパスから収集した例であ
る。発話者の表示などは文字化したデータのまま引用している。
また聞き手に共通認識を要求するか否かと関係なく、話し手自身の推定を表す
用法もあるが、それを「推測」と呼び、この節の最後に論じたいと思う。
3.1　発見
　話し手が今まで気づいていない物事、現象などが目の前で発生し、それに対
して驚きなどの感情をこめて表す場合、「発見」の用法である。ただし、話し
手が聞き手に共通認識を要求する場合、後述する「確認」の用法となる。発見
を表す「（の）ではないか」は以下のような例がある。
（22）10Ｃ：えびがはいってる。
　　　10Ａ：あ、えび↑　シュリンプじゃないですか。
（23）18Ｊ：おー、こりゃ涼しいじゃん、天気予報はずれだよー。
　　　18Ａ：えー、＜笑いながら＞予想最高31度。
　　　18Ｊ：ま、まだ、こだわってんだね↑
　　　18Ａ：‌うん、ま、まだ、予想に比べれば。きょう32とかいってましたか
らね、最初。
（24）18Ａ：‌あ、＜笑いながら＞別にそれはー、え、だいじょぶですけどー、
はい。じゃー、お預かりをします。
　　　18Ｈ：＄＃＃＃＃｛はい　（18Ａ）｝、＃＃＃＃＃｛はい　（18Ａ）｝。
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　　　18Ａ：‌はい、お預かりしまーす。＜間　15秒＞だめじゃん、だめじゃん
だめじゃんだ、
あっ。こうゆうことなのかな↑、ちょっと待って下さいね。今、
ちょっと原因を究明します。
　　　18Ｂ：はい↑＜間　 5秒＞
　　　18Ａ：あれ、［名字（18Ｅ）］さんの名前で入ってる。
（22）は、話者が話し相手の注意で、えび/シュリンプが入っていることに気
づき、驚いていることを表す。（23）は（22）と違い、話し相手の注意ではなく、
自分が持っている天気予報の情報により、本当は暑いはずの天気が思ったより
涼しいことに気づいた例文である。（24）も（23）と同様に、自分自身で何か
を操作し、うまくいかないことに気づいた用例である。
　張（2004）により、発見を表す「（の）ではないか」は、発見を表す「と」
条件節に出現したり、「なんと」、「なんて」のような感嘆を表す副詞と共起す
ることができるという。これについては、筆者の修士論文（凌（2010））にお
いても検証している。以下はそこから用例を引用する。
（25）明窓の障子を開けて見ると紫惷の花なぞが咲いてるじゃないか
（26）‌渡されたサインペンで、『乙武洋‌ʼ97・ 7 ・15』と書き入、「これでいい
ですか」と顔を上げたボクは、しばらく固まってしまった。なんと、彼
女の後ろに10人近くが並んでいるではないか！
しかし、今回の会話コーパスにおいて、このような用例は一例もなかった。
3.2　提示
　「（の）ではないか」は話し手が何かを述べ、自分自身の判断や評価、および
意見を表すのに使用される場合、合わせて「提示」と呼ぶ。しかし、判断、評
価と意見を同じように扱うわけにはいかないので、それぞれを「判断の提示」、
「評価の提示」、「意見の提示」とする。
3.2.1　判断の提示
　判断の提示とは、話し手が物事を理解し、論理、基準などに従い、決めた考
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えを示す用法である。ただし、話し手が聞き手に共通認識を要求する場合、後
述する「確認」の用法となる。
（27）06Ｂ：‌だからー、あのー、ぼくはやっぱり、で、やっぱりま、クーラー、
ま、それはあのー、ま、だから、そうゆうときはどっかクーラー
のあるところへ行ってやる、ここはつけないとゆうほうが、あの、
ぼくはいいんじゃないかと思うんですよね
　　　06Ａ：なるほど。
（28）14Ｈ：‌とにかくあのー、いっしょけんめやってくれる人はいいんですけ
どね、親身になってね。せっかくですから。やっぱりあの、かっ。
＜言いさし＞
　　　14Ｊ：人間対人間の問題だから。
　　　14Ｈ：‌あたった人によって非常に格差が出てくるじゃないかと思う、思
うんですけどね。
　　　15Ｅ：パブレストランのパブですかってゆう人もあるんだけど。
　（27）はクーラーをつけるべきかということに対し、話し手が付けないほう
がいいと自分の考えを述べた用法である。（28）は大学事務員の間で、チューター
の公募について話し合う会話であり、話し手が「あたった人によって非常に格
差が出てくる」と自分なりの考えを述べる用例である。
　こうして、「判断の提示」を表す「（の）ではないか」はよく「〜と思う」の
形と共起することが分かる。中には「〜と」の形で終わる例もある。例えば、
（29）20Ｃ：バラバラにやる＃＃＃。
　　　20Ｂ：‌基本的にねー、そうゆう観点からすればー、うーん、おかしいん
じゃないかと。
　　　　　　‌だから、なんのために変えるのかってゆう、ところもあるんだよ
ね。
（29）の場合、「と」の後ろの「思う」が省略された例であり、「〜と思う」の
形と同じものとして扱う。もちろん、「判断の提示」を表す「（の）ではないか」
の全てが「〜と思う」の形を取るわけではない。普通に文末に現れる例も存在
する。例えば、
「（の）ではないか」の使用状況についての調査　37
（30）09Ｍ：なんでスウェーデンなんか行くの。なんで行くの↑
　　　09Ｋ：いや、夏、暑かったから。＜笑い　複数＞
　　　09Ｍ：なんか違う理由があるんじゃないの。＜笑い　複数＞
　　　09Ｍ：‌だって普通さー、旅行ってスウェーデン行こうって話にならんじゃ
ん。
　　　09Ｋ：とにかく北に行こうと思ったんですよ、そのときは。
3.2.2　評価の提示
　評価の提示とは、物事の性質、良し悪しなどを定めた評価を示す用法である。
ただし、話し手が聞き手に共通認識を要求する場合、後述する「確認」の用法
となる。
（31）13Ａ：‌あっ、カルビ丼なんて。あっ、カボチャサラダ。あっ、違うわ↓、
酢豚だ。
　　　13Ｋ：いらっしゃいませー。
　　　13Ａ：あっ、おいしそうじゃん。
（32）15Ｅ：でも、きのうはね、ぜったいね、時間通りに。＜間＞
　　　15Ａ：すごいじゃん。
　　　15Ｅ：‌あたしがうるさくゆうから。＜笑い・複＞後ろでね、★チェック
してるから。
（31）は話し手が料理に対する評価であり、（32）はいつも遅刻してくる子が
時間通りに来たことに対する評価である。「評価の提示」を表す「（の）ではな
いか」は、「すごい」、「いい」、「偉い」のような評価を表す言葉と共起しやすい。
3.2.3　意見の提示
　意見の提示とは、物事に対する話し手自身の主張を示す用法である。ただし、
話し手が聞き手に共通認識を要求する場合、後述する「確認」の用法となる。
（33）06Ａ：ほかにー、ほかの方（かた）はどうでしょうか。
　　　06Ｅ：‌今あのー、授業がー 7月の終わりまでー、｛えー、えー　（06A）｝
あるしー、それを考えるとぼくは、あのー、向こうの講義棟ので
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すねー、ぜんぶクーラーを｛うーん　（06A）｝設置したほうがいん
じゃないかと★＃＃＃＃。
　　　06Ｂ：‌→だから、その段階ではね、←当然ね、こっちつけてもいいんだ
けども、｛えー、えー　（06E）｝むこうに先立ってね、ここ 1個
だけつけるってゆうのはねー、やっぱりぼくはまずいと思う。
（34）09Ｂ：‌あと 5番のー、｛はい　（不明・男）｝えー、じょーきーん（常勤）
業者の、おー詰所（つめしょ）、作業場（ば）ってゆうことでー、
えー、まず入口のほうにですねー、空き缶が、あのー、プラスチッ
クのゴミかごにー、上下（じょうげ） 2段にいっぱいになってた
んでーあれは定期的に捨てられたほうがいいんじゃないかと。
（33）は話し手が向こうの講義棟に全部クーラーを設置したほうがいいという
主張を表す例であり、（34）はごみを定期的に捨てたほうがいいという主張を
表す用法である。「（の）ではないか」はそのどちらの例においても、「…ほう
がいい」の形と共起している。今回の研究で、「意見の提示」を表す「（の）で
はないか」はよく「…ほうがいい」の形と共起することが分かったが、その次
に多い形式は「…ばいい」である。例えば、
（35）15Ａ：‌＄＃＃＃＃＃＃＃＃＃、あのー高校の時の先生が ｛ーうん　（15Ｃ）｝、
＃＃に来てくれたんでー、＜笑い＞一緒に飯食い行ったんです
よ ｛ーうん　（15Ｃ）｝、たら、ポイント、なんかスタンプいっぱい、
たまるやつだから。
　　　15Ｃ：カード作ればいんじゃないかー。（原文ママ）
　　　15Ａ：はい。
　「…ほうがいい」はよいと思われることを述べて、聞き手に対して忠告やア
ドバイスをする時に使う表現であり、「…ばいい」は相手に特定の行動をとる
ように勧めたり、提案したりする表現である。「（の）ではないか」はそのアド
バイスや提案を提示する役割を果たしている。
3.3　確認
　確認とは話し手が聞き手に情報を提示し、自分と同じように認識させようと
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する用法である。その情報は話し手だけにある場合と、話し手と聞き手の両方
にある場合がある。
（36）12Ｂ：‌で、それからその当時スペインからなんか、あの、ピラピラある
じゃないですか、襟。
　　　12Ｃ：うん、うん。
　　　12Ａ：うん、うん、襟のピラピラ。
（37）21Ａ：‌その、［名前の一部（21Ｃ）］にい（兄）がー、どんぐらい育児休
暇をとるかー、わかんないじゃん。
　　　21Ｄ：うん。
（36）は話し手が聞き手も知っているのだろうと、スペインからの “襟のピラ
ピラ” があることを提示し、聞き手に自分と同様な認識状態になるように要求
する例であり、（37）は話し手が聞き手が自分と同じように、どれぐらい育児
休暇をとるか分からないことを表す用例である。（36）と（37）のどちらも情
報が話し手と聞き手の両方にある用例である。
（38）11Ｈ：母国語がベンガル語なんでしたっけ↑
　　　11Ｅ：‌きのうやってたじゃないか、バングラディッシュなあ↑NHK（エ
ヌエチケー）で。
　　　11Ｈ：なにがですか。★特集で↑
（38）は話し手が聞き手に「昨日、NHKでバングラディッシュやっていた」
ことを提示し、同じように認識させようとする用例であるが、聞き手の反応を
みると、その情報は話し手のほうにあることが分かる。ただし、情報はどちら
にあるかを判断するには、会話の前後文を考慮しなければならない。
3.4　「〜（よ）うではないか」
　「ではないか」は意志動詞の意志形に接続し、「〜（よ）うではないか」2の形
で、話し手の意志形成を表し、話し手自身の意志を提示する。しかし、聞き手
を巻き込んで認識を確立させようとする場合の「〜（よ）うではないか」は「勧
誘の提示」の用法となる。「女性のことば＿男性のことば＿職場編」というコー
パスにおいて、一例しか収集できなかった。
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（39）04Ｂ：‌だから、まあ、その、そうゆう専門家による検討会議をやって、（う
んうんうん　Inf（女））その検討結果を踏まえて（うーん　Inf（女））
また審議会のほうで★議論しようじゃないかってゆう話になりま
して。
　　　04A：→あ、なるほどね、うん、なるほどね、←うん。
（39）は典型的な例ではないが、検討結果を踏まえてまた審議会のほうで議論
しようという誘いかけを表しているので、勧誘の用法となる。
　これからは中日対訳コーパスの例を引用しながら、「意志の提示」及び「勧
誘の提示」の用法の説明をしたいと思う。
（40）‌私一人に終らせず御同業の全国大学教員すべてに､心からの安堵を呈す
べく､やや無理な切り継ぎ引用をあえてした次第である｡この貴重な証言
を残してくれた田中美知太郎に､深く感謝の意を表しようではないか。
（41）‌子路としては先ず己の主人を救い出したかったのだ。さて、広庭のざわ
めきが一瞬静まって一同が己の方を振向いたと知ると、今度は群集に
向って煽動を始めた。太子は音に聞えた臆病者だぞ。下から火を放って
台を焼けば、恐れて孔叔を舎すに決っている。火を放けようではないか。
火を！
（40）は話し手が田中美知太郎に自分の感謝の意を表すという意志を表す例で
あり、（41）は話し手が自分の主人を救い出すために、放火をする決意を表す
例である。意志の提示を表す場合、心内文であるケースが多く存在する。また
そうであるゆえ、今回の会話コーパスにおいて、用例が少なかった要因になる
と思われる。なお、テレビドラマにおいて、次のような用例があった。用例の
話し手の名前はドラマの登場人物の名前である。
（42）戸川：‌はい、分かりました。あと、斑目所長が早速殺人事件の弁護を引
き受けたようです。
　　　佐田：この深山という男がいる。こいつに任せろ。
　　　戸川：はい、失礼致します。
　　　佐田：お手並み拝見といこうじゃないか。
（42）の「お手並み拝見といこうじゃないか。」は話し相手が去ったあと、話
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し手が発した独自の会話であり、その心理活動を表している。
　（40）、（41）と（42）は聞き手の関与と関係なく、話し手の意志を提示する
用法であるが、話し手が聞き手に自分の主張をアピールし、さらに自分が望ん
でいる行動を聞き手に要請する場合、勧誘の提示となる。
（43）「厄介だな。それじゃ濡衣を着るんだね。面白くもない。天道是耶非かだ」
　　　‌「まあ、もう二三日様子を見ようじゃないか。それで愈となったら、温
泉の町で取って抑えるより仕方がないだろう」（坊）
（44）‌「妙に今夜は眠られない」と銀之助は両手を懸蒲団の上に載せて、「まあ、
君、もうすこし話そうじゃないか。僕は青年時代の悲哀ということを考
えると、毎時君の為に泣きたく成る。〜」
（43）は話し手が聞き手にもう二三日様子を見ることを勧誘し、（44）は話し
手が聞き手にもう少し話をすることを要請している。（43）と（44）のどちら
も話し手自身の意志であるが、聞き手にそう行動しようと要求するほうに傾い
ている。
3.5　推測
　「（の）ではないか」は、今までに知っている知識や情報などを基に、物事に
ついて多分そうであろうと推測する用法がある。話し手は完全に確定できない
が、それを認めるほうに傾いている。
（45）11Ｆ：まだお元気じゃないですか↑
　　　11Ｃ：いや、ほんとはねー。うちは早かったから、父が亡くなったのは。
　　　11Ａ：‌あれ、その歳で、あれ、その歳で高等師範ですか↑文理大じゃ★
なくて。
（45）は話し手が確かな情報もっていないが、多分聞き手のお父さんがまだ元
気であろうと推定した例である。推測を表す「（の）ではないか」は確定でき
ない場合が多いため、（45）のように上昇のイントネーション（↑は上昇イン
トネーションを表す）をとるか、または文末に「かな（あ）」と共起すること
が多い。
（46）05男：どこのことばだろね、★うざったいって、★あれ。
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　　　‌05Ａ→ね。←→きっと←なんか方言からきてんじゃないかな、うざった
いって。
　　　05男：いや、東京ですよ。
（47）06Ａ：組織図で逃げる。
　　　06Ｂ：‌んー、それであとー、ちょっとー、概説でしょいきれないとこカ
バーするしかしょうがないんじゃないかな。
　　　06Ａ：はい。
4．調査結果及び分析
　ここでは、会話コーパスから収集した用例を第 3節の分類法に基づいて分類
した。その結果を以下の表 2に示す。
表2
用法　形式 じゃないか じゃないですか ではないか ではないですか じゃん 合計
発　見  11  1 0 0   0  12
提示
判断の提示  12  3 0 0  18  33
評価の提示   0  6 0 0  12  18
意見の提示  22  1 4 0   6  33
確認   7 69 2 0  80 158
意志の提示   0  0 0 0 ─   0
勧誘   1  0 0 0 ─   1
推測  48 14 2 0 ─  64
合　計 101 94 8 0 116 319
　第 2 節でも述べたが、会話コーパスにおいて、「じゃん」のようなくだけた
形式が一番よく使われており、その次に「（の）じゃないか」が多く、「（の）じゃ
ないですか」は「（の）じゃないか」とそれほど大きく差は見当たらない。「（の）
ではないか」の用例は少ないが、それも「（の）ではないか」形式は書き言葉
的な存在であり、予想通りの結果だと言える。
　次は用法ごとに見ていきたいと思う。一番良く使われる用法から順に並べる
と、「確認」158例、「提示」84例（「判断の提示」33例、「意見の提示」33例、「評
価の提示」18例）、「推測」64例、「発見」12例、「勧誘」 1例、「意志の提示」
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0 例となる。「（の）ではないですか」形式は一例も出なかったので、なにも論
じることはできないが、その中で、一番良く使われている「じゃん」形式は、
少し特殊な存在になる。他の 3形式は基本的に全ての用法に使用できるのに対
し、「じゃん」は「意志の提示」、「勧誘」及び「推測」という三つの場合に使
用できない。こういう制限があるため、「じゃん」は他の形式とは違い、その
前に「の」が入らない。こうした制限がある理由についてはまだ不明だが、こ
れからの課題として、研究していきたいと思う。
おわりに
　本研究は会話コーパスにおいて、「（の）ではないか」の使用状況を調査した。
さらに収集した319例を分析し、聞き手に共通認識を要求するか否かを基準に
「（の）ではないか」の新しい分類方法の試案を出してみた。聞き手に共通認識
を要求しない場合、「発見」と「提示」の用法がある。また、「提示」の用法は
さらに詳しく「判断の提示」、「評価の提示」と「意見の提示」と三分類した。
聞き手に共通認識を要求する場合、「確認」の用法となる。「（の）ではないか」
には「〜（よ）うではないか」という特別の形式もあるが、聞き手に共通認識
を要求しない場合、「自己意志の表明」となり、聞き手に共通認識を要求する
場合、「勧誘」の用法となる。最後に、聞き手に共通認識を要求するか否かと
関係なく、話し手の不確かな推定を表す用法もあるが、それを「推測」と呼ん
だ。
　しかし、本研究において、各用法を例文を出す際に、典型的で、代表的な例
を抜粋したが、その中に、幾つかの用法を持っている例文もあった（この場合、
1例ではなく、用法ごとにカウントしている）。例えば、
（48）01Ａ：‌で、ABCEが、夜で、夕方でー、あの分一（ぶんいち）↑｛はい　
（01F）｝、ってった時にー｛はい　（01F）｝あのー、ABCを 2 錠
分 2（ぶんに）、から、デー（D）が朝分 1（ぶんいち）↑、でE
がよる分 1（ぶんいち）↑、と、3つに分けなきゃいけないんじゃ
ないかって。
　　　01Ｆ：あー。
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（48）は判断の提示でもあり、意見の提示にもなれる。「（の）ではないか」の
分類は大まかにできるが、各用法が連続する面が存在するため、全ての用例を
はっきりとわけることが難しいと思われる。これから各用法がどのような面で
連続しているかを研究し、より良い分類法を出したいとおもう。
　最後に、今回の研究では「（の）ではないか」の全てのバリエーションを網
羅できなかったことが非常に残念である。例えば「（の）じゃないの」、「（の）じゃ
ない（？）」などがある。これらの形式への考察を今後の課題としたい。
注
1「中日対訳コーパス」は文学作品、中国23篇、日本22篇とそれぞれの訳本を
あわせて105件、文学作品以外、中国14編、日本14編、日中共同 2編とそれぞ
れの訳本をあわせて45件を収録したものである。
2 安達（1999）は意向や誘いかけを表す「〜（よ）う」と連続して使用する「（の）
ではないか」は他の「（の）ではないか」と同じものとしてよいか不明である
ので、論文の対象外としている。
また、これに対して、張（2004）も同じ見方をとっている。本研究では、それ
を考察対象とする。
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